
中
世
都
市
ウ

ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ノ、

ン
ブ
タ
ン

(九〉

1

1
第
十
三
世
紀
初
葉
以
前
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
内
域
都
市
と
沿
海
都
市
|
|

田

中

正

義

七

第
十
二
世
紀
後
半
の
へ
ン
リ
二
世
の
治
世
か
ら
第
十
三
世
紀
初
葉
に
か
け
て
の
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
の
都
市
生
活
を
そ
の
根
抵
か
ら
解
明
せ

ん
が
た
め
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
、
い
ま
一
度
、
当
時
の
此
の
都
市
共
同
体
の
生
産
的
基
礎
に
立
ち
帰
っ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
場

合
、
ま
ず
、
そ
の
毛
織
物
工
業
が
と
り
わ
け
わ
れ
わ
れ
に
依
っ
て
注
目
せ
ら
れ
る
。

(

組

)

い
っ
た
い
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
毛
織
物
製
造

(
n
E
5
5町
長
円
一
宙
開
〉
の
初
期
の
歴
史
は
、
ブ
リ
ド
ベ
リ
も
言
え
る
が
ご
と
く
、

全
く

恢
復
し
難
き
ま
で
醸
膿
た
る
状
態
に
埋
れ
て
居
る
の
で
は
あ
る
が
、
中
世
初
期
そ
の
製
造
行
程
な

5
8
g
g〉
は
、

す
べ
て
厳
密
に
手
仕

い
ま
染
色

2
3吉
岡
)
な
ら
び
に
仕
上
げ
包
邑
田
町
宮
間
)
の
二
行
程
を
除
い
て
、

す

な
製
造
行
程
と
し
て
は
四
つ
あ
っ
た
。
ま
ず
初
め
に
羊
毛
が
人
の
手
に
依
っ
て
杭
か
れ
毛
筋
を
整
え
ら
れ
た
(
刷
毛
又
は
椀
毛

g
a
z肉

2
2
5立
ロ
巴
。
次
い
で
、
糸
車
の
糸
巻
棒

(
g
n
W
2
a
z
g同
)
に
巻
き
付
け
ら
れ
た
羊
毛
の
繊
維
が
引
出
さ
れ
て
指
で
撚
り
を
か
け
ら

事
(
日
同
知
H
M

仏
ロ
片
山
口
白
)
に
属
し
た
。
し
か
し
て
、

そ
の
主
要

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
プ
タ
ン
(
九
〉

一
六
五
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一
六
六

れ
糸
に
せ
ら
れ
た
(
紡
毛
田
区
ロ
ロ
山
口
問
)
〔
以
上
の
二
行
程
は
婦
人
労
働
〕
。
斯
く
し
て
用
意
せ
ら
れ
た
織
糸

Q
Rる
は
、
次
に
、

で
作
動
さ
れ
る
、
踏
板
の
付
い
た
織
機

0
3
5
当
日
吾
匂
包
丘
町
)
に
掛
け
ら
れ
て
、
布
に
織
ら
れ
た
(
織
布
当
3
4
E巴。

手
と
足
と

市
し
て
最
後

に
、
斯
う
し
て
造
ら
れ
た
・
目
の
組
い
「
織
布
L
(
4
0
σ
J
が
今
や
手
或
い
は
足
で
も
っ
て
水
を
張
っ
た
大
桶
の
な
か
で
縮
織
せ
ら
れ
た
の

で
あ
る
ハ
縮
紙

E
E
D間
)
〔
以
上
の
二
行
程
は
男
子
労
働
〕

0
1
1比
の
最
後
の
縮
紙
の
行
程
、

す
な
わ
ち
水
中
で
布
を
打
っ
た
り
踏
み
付
け

た
り
す
る
行
程
は
、
布
を
そ
の
幅
に
お
い
て
五
分
ノ
一
か
ら
二
分
ノ
一
が
た
、
そ
の
長
さ
の
点
で
も
夫
れ
に
見
合
う
程
度
に
ま
で
、
切
り

そ

、

詰
め
る
こ
と
に
依
っ
て
、
何
よ
り
も
先
ず
、
該
の
布
を
目
の
詰
ん
だ
も
の
と
す
る
の
に
役
立
っ
た
。

そ
の
こ
と
は
、

い
ま
単
位

2
0口
)

当
り
の
長
さ
ハ
l
白
山
D
n
v
g〉
の
密
度
な
ら
び
に
重
さ
を
増
大
し
て
、

そ
の
結
果
布
に
天
候
と
損
耗
と
に
た
い
し
て
極
め
て
大
い
な
る

抵
抗
力
を
付
興
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
二
に
、
此
の
縮
紙
は
、
屡
々
織
布
の
行
程
で
の
パ
タ
ー
ン
が
目
に
見
え
な
く
な
る
ま
で
繊
維
を

か
ら

解
き
ほ
ぐ
し
が
た
く
絡
み
合
わ
さ
し
め
て
、
布
を
フ
ェ
ル
ト
状
に
す
る
ハ
S

4色
ぺ
〉
の
に
役
立
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
布
の
織
地
の
強
度

を
一
段
と
高
め
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
又
そ
の
表
面
を
一
層
滑
ら
か
な
・
柔
か
な
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
、

け

ば

け

ば

よ
り
良
質
の
布
類
の
製
造
に
適
用
さ
れ
る
所
の
・
書
立
て
〔
起
毛
〕

(
3
2
E
m〉
と
議
刈
り
〔
努
毛
〕
(
印
宮
田
ユ
ロ
巴
と
云
う
一
一
つ
の
仕
上
げ
行

程
(
同
町
岡
山
田
町
宮
ぬ
り
円
。
口
虫
由
。
叫
)
に
と
っ
て
、

一
つ
の
重
要
な
準
備
行
程
を
な
し
た
。
布
を
自
の
詰
ん
だ
も
の
と
し
、

フ
ェ
ル
ト
状
に
す
る

」
と
の
ほ
か
に
、

縮
誠
行
程
は
ま
た
、

羊
毛
が
紡
毛
公
立
ロ
ロ
吉
岡
)
以
前
の
段
階
で
痩
み
込
ま
さ
れ
た
油
を
抜
き
取
る
作
用
を
な
す
、
此

の
国
特
産
の
「
フ
ラ

l
土
」
〔
酸
性
白
土
〕

Q
己目。九∞

g
ュεと
云
っ
た
、
様
々
な
洗
浄
剤
の
助
け
を
霜
り
て
、
布
を
洗
い
、

あ
る
。

i
i以
上
、
四
つ
の
執
れ
も
も
と
手
仕
事
に
属
し
た
所
の
毛
織
物
製
造
行
程
の
う
ち
、
第
一
の
刷
毛
行
程
か
ら
第
二
の
紡
毛
行
程

を
経
て
第
三
の
織
布
行
程
に
至
る
ま
で
の
諸
工
程
が
第
十
λ
世
紀
か
ら
第
十
九
世
紀
に
か
ゆ
て
寛
に
機
械
化
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
今
更
実

に
蝶
々
す
る
迄
も
な
く
も
は
や
歴
史
学
の
常
識
に
属
す
る
が
、
第
四
の
縮
紙
行
程
の
機
械
化
が
第
十
三
世
紀
に
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
ケ
ア

浄
め
た
の
で



ラ
ス
l

ウ
イ
ル
ス
ン
女
史
が
今
次
大
戦
中
(
一
九
四
一
)
に
『
経
済
史
評
論
』
誌
上
に
発
表
し
た
論
致
「
第
十
三
世
紀
の
一
つ
の
産
業
革
命
」

(

拙

)

に
依
っ
て
初
め
て
之
を
瞭
ら
か
な
ら
し
め
た
所
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
、
第
十
三
世
紀
に
水
力
に
依
っ
て
運
転
さ
れ
る
縮
紙
機

(
s
a
s
h泣
き
さ

-
E
$ミ
円
尽
き

~
E
E
Z
B
E〉
の
導
入
に
因
っ
て

惹
き
起
さ
れ
た
「
一
つ
の
産
業
革
命
」
の
結
果
い
ま
や
第
十
五
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
・
地
方
の
水
流
に
恵
ま
れ
た
農
村
諸
地
域
l
l
H
F
O

(uogd司
O
E印
wωOHHHRma切
り

2
0
p
当
口
付
与

FHmww
の
034弔
問
ロ
等
の
「
西
部
」
に
お
け
る
、
又

F
0
4〈
0
2
E
a古
mu
吾
O
Z
E
虫
色
江
口
円

等
の
「
北
部
」
に
お
け
る

1
1ー
が
毛
織
物
工
業
の
主
要
な
る
立
地
と
な
る
に
到
る
ま
で
、
第
十
二
世
紀
後
葉
か
ら
第
十
三
世
紀
初
葉
に
か

(

掛

)

け
て
、
こ
の
国
の
毛
織
物
工
業
は
、
凡
そ
都
市
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
発
達
の
最
盛
期
を
現
出
し
た
の
で
あ
る
。
市
し
て
、
こ
れ
ら
諸
都

市
の
な
か
で
輯
然
頭
角
を
見
わ
し
た
も
の
は
、
イ
イ
ス
ト
l

ア
ン
グ
リ
ア
周
辺
の
ベ
ヴ
ァ
リ
切

σ
2
ュ4
・
J

円。吋
wm-w
リ
ン
カ
ン
・
ス
タ
ム

フ
ォ
ド

ωSH出向。

a-
ピ
Da--
ノ

i
サ
ン
ブ
タ
ン
と
云
う
、

当
時
其
の
専
ら
生
産
す
る
所
の
良
質
の
毛
織
物
を
以
て
逢
か
大
陸
市
場
に
ま

で
そ
の
名
戸
の
聞
え
た
四
つ
の
市
々
で
あ
り
、
次
い
で
よ
り
屡
々
こ
れ
ら
よ
り
も
僅
か
に
廉
価
な
る
毛
織
物
を
産
出
せ
る
ヨ

l
ク
・
ラ
ウ

ス
F
O
ロ円
H
r
F
-
D
凸
凹
ニ
レ
ス
タ
HL
叩山口叩印
H
0
3
F
a
n
∞-
の
三
市
が
是
れ
に
つ
づ
い
た
が
、

以
上
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
東
部
の
平
原
地
帯
に
点
在

す
る
都
市
群
の
生
産
す
る
夫
れ
ら
よ
り
も
一
層
廉
価
な
る
所
の
毛
織
物
l
I
4ロ
宮
廷
(
O匂
-
Y
と
り
わ
け
宮
ミ
と
(
O
司
・
|
「
宮
司
、
同
N

N

S

)

と
云
っ
た
、

品
質
の
幾
ら
か
劣
っ
た
・
大
衆
的
な
毛
織
物
を
生
産
す
る
都
市
と
し
て
、

(
山
制
)

ロ
ン
ド
ン
・
オ
ク
ス
フ
ォ
ド
と
共
に
存
し
た
の
で
あ
っ
た
。

い
ま
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
は
、

コ
ウ
ル
チ
ス
タ
の
OHE

円

F
O由
門
司
♂
何
回
由
・
・

そ
れ
で
は
、
当
時
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
の
毛
織
物
生
産
は
、
い
ま
如
何
な
る
生
産
組
織
の
下
に
営
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
夫
れ
が
、

一
応
、

ク
ラ
フ
ト
I

ギ
ル
ド

n
Bコ
包

E
の
組
織
形
態
を
採
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
云
う
こ
と
は
、
今
日
現
存
す
る
か
の
最
古
の
『
財
務

へ
ン
リ
一
世
治
世
の
一
一
一
ニ

O
年
の
夫
れ
ハ
本
誌
第
三
十
七
巻
第
-
号
、
拙
稿
二
七
六
頁
註
(
邸
)
参
照
)
に
、
夙
に

府
記
録
』
(
巴
宮
知
。

5
、

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
(
九
)

一
六
七
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此
の
市
の
織
布
工
並
び
に
縮
紙
工
が
そ
れ
ぞ
れ
彼
等
自
身
の
ギ
ル
ド
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
述
の
存
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
之
を
推

一
六
八

定
し
で
ほ
ぼ
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
。
商
人
ギ
ル
ド
に
関
す
る
夫
れ
が
第
十
三
世
紀
初
葉
以
前
約
四

O
の
都
市
に
見
出
さ
れ
る
と
き
グ
ラ
フ

ト
ー
ギ
ル
ド
に
言
及
す
る
陳
述
史
料
の
甚
だ
乏
し
い
此
の
時
代
に
あ
っ
て
、
い
ま
直
接
こ
の
市
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
当
時
前
述

の
ご
と
く
コ
ウ
ル
チ
ス
タ
・
オ
グ
ス
フ
ォ
ド
と
並
ん
で
比
の
市
同
様
廉
価
な
る
毛
織
物
の
生
産
都
市
で
あ
ワ
た
と
こ
ろ
の
、
ロ
ン
ド
ン
の

織
布
工
た
ち
に
対
し
て
、
折
し
も
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
市
滞
在
中
の
へ
ン
リ
ニ
陛
の
発
給
せ
る
一
つ
の
チ
ャ

l
タ
(
一
一
五
五
!
五
八
)
は
、
此

の
際
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
の
ク
ラ
フ
ト
1

ギ
ル
ド
の
性
格
決
定
に
も
十
分
側
面
か
ら
照
明
を
投
ず
る
史
料
た
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
神
の
恩
寵
に
依
っ
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
主
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
お
よ
び
ア
キ
テ

i
ヌ
の
公
、
ア
ン
ジ
ュ
!
の
伯
た
る
と
こ
ろ
の
へ
ン

リ
は
、
司
教
た
ち
、
〔
地
方
〕
裁
判
官
た
ち
、
州
奉
行
た
ち
、
バ
ロ
ン
た
ち
、
並
び
に
ロ
ン
ド
ン
な
る
す
べ
て
の
彼
の
臣
下
た
る
者
た
ち
に

対
し
て
、
愛
に
按
拶
を
送
る
。
朕
が
、

ロ
ン
ド
ン
の
織
布
工
た
ち
に
ハ
吋
町
内
需
昏
ト
き
を
お
役
還
さ
〉
、

彼
等
が
朕
の
〔
外
〕
祖
父
な
る
へ
ン

リ
〔
一
世
〕
王
の
御
代
に
有
せ
し
一
切
の
諸
特
権
並
び
に
慣
習
諸
貢
租
〔
免
除
の
権
利
〕
と
と
も
に
令
s
s
b
S芯
3
5
E
Eミ
円
叫
三
宮
内
町
内

S'

伺宮町内
Nhh一弘S
S
号
室
S
F
S還
さ
ミ
な
さ
を
『
h
N出
品
な
同
室
主
R
Q
t仇
噛
諸
問
。
ロ
ン
ド
ン
に
て
彼
等
の
ギ
ル
ド
を
(
日
ミ
Q
3
Sむさ

s
h
S
E

hN言
及
句
)
有
す
る
権
利
を
、
既
に
賦
輿
し
居
る
こ
と
を
心
得
よ
。
斯
く
し
て
、
い
ま
何
び
と
も
、
彼
等
の
許
可
有
る
場
合
の
ほ
か
な
主
官
可

日
号
包
〉
、

又
彼
が
彼
等
の
ギ
ル
ド
に
属
す
る
場
合
の
ほ
か
(
ミ
包
弘
同
宮
内
む
さ
ぎ
の
お
皆
)
、

此
の
市
の
内
に
て

Q
ミ
ミ
円
弘
之
泣
き
る
、

あ
る
い
は
〔
テ
ム
ズ
河
南
の
〕
サ
ザ
ク

ω
2
5巧
出
品

ιて
Q
a
句
ミ
ミ
可
ぽ
〉
、
は
た
ま
た
ロ
ン
ド
ン
に
附
属
せ
る
其
の
他
の
諸
処
ハ
|
ミ

ド
ゥ
ル
セ
グ
ス
冨
区
白

2
3
州
全
域
〉
に
て
(
宮
急
な
吉
弘
句

h
s
h
h
S凡
な
」
守
町
立
さ

3
5
5〉
、
肢
の
門
外
〕
祖
父
へ
ン
リ
〔
一
世
〕
の
御
代

に
然
か
せ
ら
る
る
慣
は
し
た
り
し
と
は
凡
そ
異
な
る
仕
方
に
て

(
Q
S究
室
Q
3
8
S
Q
N
h目
立
な
さ
』
守
口
ミ
凶
品
な
同
S
江
口
.h判
官
仇
さ
向
。
、
比

い
づ
己

の
仕
事
(
織
布
業
〉
に
携
は
る
べ
か
ら
ず
。
然
る
が
ゆ
ゑ
に
、
朕
は
、
彼
等
(
織
布
工
た
ち
〉
が
い
ま
何
処
に
て
も
彼
等
の
業
務
を
適
法
に



営
む
べ
き
こ
と
を
、
而
し
て
朕
の
〔
外
〕
祖
父
な
る
へ
ン
リ
〔
一
世
〕
主
の
御
代
に
彼
等
が
曽
て
夫
れ
ら
を
有
せ
し
如
く
そ
の
如
く
、
十
分

に
、
平
穏
裡
に
、
白
由
に
、
誉
れ
高
く
、
完
全
に
上
記
の
一
切
の
事
柄
(
|
諸
特
権
)
を
有
す
べ
き
こ
と
を
(
町
N
E
S
Sミ

3
3食
器
、
高

円
以
内
定
住

N
F
S同
町
円
宮
、

hN町
町
時
同
志
向
ミ
冊
目
ぎ
き
司
、
弘
、
円
同
町
内

S
門
町
内
可
目
的
仇

S
H
ミ

H
q
H
S
S
S町
民
志
向

H
N
S
m
R
E
a
p
qき
『
ミ
ミ
ミ

S
的
向

H
S
B

H
h
A
均三
S
F
Q
m
定
3

H

な
さ
h
v

ロミ

~
c
h
u
h
g『弘之
Q
t
比
三
向
。
、

欲
し
、

且
つ
は
断
乎
と
し
て
之
を
命
ず
る
者
な
り
。

但
、
そ
が
た
め
(
!

斯
か
る
特
権
享
受
の
た
め
)
に
は
彼
等
(
織
布
工
た
ち
)
は
毎
年
朕
〔
の
財
務
府
ι
に
二
マ
ル
ク
(
!
一
六
オ
ン
ス
の
重
量
〉
の
金

(
i銀
貨

に
し
て
一
二
ポ
ン
ド
〉
を
ミ
ク
ル
マ
ス
当
日
納
む
べ
き
も
の
と
す
。
而
し
て
朕
は
、
何
び
と
も
此
の
件
に
闘
し
彼
等
(
織
布
工
た
ち
)
に
対

し
て
如
何
な
る
侮
辱
又
は
無
礼
を
も
加
ふ
る
こ
と
を
、
禁
ず
。
ー
!
い
ま
若
し
之
に
違
背
す
れ
ば
〔
銀
貨
〕
一

0
ポ
ン
ド
の
罰
金
刑
に
処

す
べ
し
。
右
謹
人
、
キ
ヤ
ン
タ
ベ
リ
の
〔
大
司
教
〕
ト
マ
ス
〔
|
ベ
ケ
ッ
ト
U

、
〔
式
部
官
〕
ジ
エ
ロ
ル
ド
の
息
子
ウ
ォ

l
リ
ン
。
於
ウ
ィ
ン

(

蛸

〉

チ
ス
タ
」

す
な
わ
ち
、
此
処
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
独
立
の
小
生
産
者
た
る
織
布
工
た
ち
の
組
織
|
ク
ラ
フ
ト
l
ギ
ル
ド
は
、
ま
さ
し
く
、
比
の
都

市
の
内
部
に
於
て
当
該
組
織
に
加
入
せ
ざ
る
と
こ
ろ
の

i
l此
の
組
織
の
メ
ム
パ
ァ
以
外
の
者
の
・
当
該
小
生
産
に
携
わ
る
こ
と
を
禁
止

す
る
と
去
う
、
都
市
の
外
部
に
対
す
る
閉
鎖
性
|
|
l
排
他
的
な
局
地
的
営
業
独
占
を
確
保
せ
ん
と
す
る
ー
所
の
、
い
わ
ゆ
る

N
E
F選
き
偶

ラ
フ
ト
l
ギ
ル
ド
は
、
既
に
へ
ン
リ
二
世
時
代
の
以
前
、

の
主
体
と
し
て
明
ら
か
に
立
ち
現
わ
れ
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
而
も
比
の
チ
ャ

I
タ
に
依
っ
て
、
斯
か
る
ロ
ン
ド
ン
の
織
布
工
た
ち
の
グ

へ
ン
リ
一
世
治
世
当
時
に
於
て
も
は
や
を
¥
尽
な
に
確
立
し
て
い
た
こ
と
、
が

知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
、
右
の
一
一
五
五
|
五
八
年
の
間
に
発
給
せ
ら
れ
た
、

へ
ン
リ
二
世
の
ロ
ン
ド
ン
市
の
織
布
工
た
ち
に
対
す
る
チ
ャ

i
タ
に
現

わ
れ
た
る
》
ロ
宮
司
HhHHSS《
な
ら
び
に

Y

S句
§
h
E
hロ
ミ
富
久
は
、

同
王
の
治
世
第
十
二
年
l
す
な
わ
ち
一
二
ハ
五
l
六
六
年
の
『
財
務
府

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
プ
タ
ン
ハ
九
〉

一
六
九
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一
九
八
五
年
〉

記
録
』
中
に
、
こ
の
た
び
は
我
等
が
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
市
の
織
布
工
た
ち
に
係
わ
る
夫
れ
ら
と
し
て
現
わ
れ
る
。
即
ち
、 一七
O

「
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
の
識
布
工
た
ち
(
M
J

町
内
ぬ
る
.
司
怠
言
畏
吋
)
は
、
彼
等
の
慣
習
詰
責
租
門
免
除
の
権
利
〕
な
ら
び
に
諸
特
権
を
有
せ
ん
が

た
め
に
(
』
守
さ
の
も
ま
記
目
見

s
s
g
m
H
ト
礼
町
ミ
ミ
芯
志
望
伝
言
F
S忌
品
、
又
彼
等
自
身
の
〔
ギ
ル
ド
の
〕
オ

l
ル
ダ

i
マ
ン
ハ
|
ギ
ル
ド
の

首
長
)
の
選
挙
〔
の
特
権
〕
を
有
せ
ん
が
た
め
に
宮
、
き
恒
常
き
な
み

5
3き
さ
き
る
、
ゲ
ル
ス
マ
と
し
て
一
マ
ル
ク

(
1八
オ
ン
ス

(
伺
)

の
重
量
一
)
の
金

(
i銀
貨
に
し
て
六
ポ
ン
ド
〉
を
当
財
務
府
に
納
む
。
」
と
、
あ
る
の
で
あ
る
。

る
慣、此
習、処
的、に
な、現
上、ゎ
納、れ
金、る

"" '"グ
i主む
わ 3

ZE 
R? と
福ピ
なゐ
~は
q 、

彼
等
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
の
織
布
工
た
ち
の
ク
ラ
フ
ト
l

ギ
ル
ド
が
い
ま
国
王
に
納
付
す

ま
た
そ
と
に
ギ
ル
ド
の
メ
ム
パ
ァ
た
ち
に
依
っ
て
選
出
せ
ら
れ
る
所
の
と
&
同
さ
き

が
現
わ
れ
て
居
る
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
当
時
の
斯
か
る
ク
ラ
フ
ト
l

ギ
ル
ド
の
・
対
内
的
平
等
を
志
向
す
る
木
来
の
共
同
体
と
し
て
の
民

主
的
性
格
を
わ
れ
わ
れ
に
窺
祷
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
、

そ
の
際
、

同
じ
へ
ン
リ
二
世
の
治
世
第
十
二
年
の
『
財
務
府
記
録
』

は
、
織
布
工
た
ち
ば
か
り
で
は
な
く
、
ま
た
、
当
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
市
の
縮
械
工
た
ち
(
匂
HhNNSS
司
宮
内
ロ
ミ
Q
)
に
も
言
及
し
て
い
て
、
彼

等
が
「
彼
等
の
ギ
ル
ド
の
た
め
に
な
き
の
と
を

S
Q
)」
〔
へ
ン
リ
二
世
の
財
務
府
に
〕
同
様
銀
貨
六
ポ
ン
ド
を
納
め
た
る
こ
と
、

〈
山
町
一
〉

て
居
る
の
で
あ
る
。

を
記
し

か
く
て
、
今
や
、
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
に
お
い
て
は
へ
ン
リ
一
世
時
代
よ
り
引
続
き
へ
ン
リ
二
世
時
代
に
於
て
も
、
そ
こ
に
織
布
工
な
ら
び

に
縮
械
工
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
フ
ト
l

ギ
ル
ド
の
存
し
た
る
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
に
依
っ
て
愛
に
確
認
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
毛
織
物
生
産
に
従
事
せ
る
所
の
独
立
し
た
小
生
産
者
た
ち

1
l織
布
工
・
縮
械
工
た
ち
と
、
当
時
の
狭
義
の

商
人
た
ち
な

g
r白色。口問
-
g
R
n
V
E
S
-
-わ
れ
わ
れ
が
墨
に
「
ウ
イ
ン
タ
ン
I

ド
ゥ
ウ
ム
ズ
デ
イ
」
の
第
二
部
に
於
て
検
費
し
た
る

(

側

)

と
こ
ろ
の
》
§
同
誌
白
芯
え
(
毛
織
物
商
人
)
、
》
さ
町
三
位
ミ
史
的
《
(
高
級
服
地
尚
)
、
文
言
、
な
え
ハ
服
地
雨
)
と
云
っ
た
ー
ー
と
の
関
係
は
、

抑
々



如
何
な
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
換
言
す
れ
ば
、
当
時
に
お
け
る
斯
か
る
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
の
織
布
工
・
縮
紙
工
の
ク
ラ
フ
ト
l

ギ
ル

(
川
畑
一
)

ド
と
、
此
の
市
の
へ
ン
リ
一
世
時
代
以
来
の
既
存
の
商
人
ギ
ル
ド
と
の
関
係
は
、
抑
々
如
何
な
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
を
先

取
り
し
て
言
え
ば
、
そ
こ
に
は
狭
義
の
・
専
業
的
な
商
人
の
独
立
の
小
生
産
者
に
対
す
る
抑
圧
の
関
係
が
存
し
た
、
と
想
わ
れ
る
。
|
|

否
、
斯
か
る
織
布
工
た
ち
、
縮
械
工
た
ち
が
夫
々
彼
等
の
ク
ラ
フ
ト
l

ギ
ル
ド
を
結
成
し
た
こ
と
自
体
、
抑
々
、
彼
等
よ
り
も
富
裕
な

る
・
商
人
ギ
ル
ド
を
結
成
せ
る
所
の
商
人
た
ち
に
対
抗
し
て
、
彼
等
自
身
の
独
立
の
小
生
産
者
と
し
て
の
立
場
|
|
彼
等
自
身
小
売
商
人

島
名
付
0
4
2
と
し
て
自
己
の
生
産
物
日
商
品
を
直
接
消
費
者
に
売
り
渡
す
「
l
ー
か
ら
・
商
人
ギ
ル
ド
の
商
業
特
権

S
2
8ロ
2
0
℃
巳

i
・

(
山
間
〉

】

O

沼田

(
H流
通
独
占
〉
の
利
益
の
分
け
前
に
輿
ら
ん
と
す
る
欲
求
、
に
端
を
発
し
た
る
も
の
、
と
言
い
得
る
で
あ
ろ
、
っ
。

そ
の
こ
と
は
、
第
十
二
世
紀
末
葉
、

l
l遅
く
と
も
へ
ン
リ
二
世
の
第
四
子
の
ヂ
ョ
ン
玉
の
治
世
の
第
九
年
三
二
O
七
l
八
)
を
降
、
り

ざ
る
時
点
に
成
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
ア
ン
グ
ロ
ウ
l

フ
レ
ン
チ
で
書
か
れ
た
と
こ
ろ
の
、
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
を
は
じ
め
と
し
て
モ

l
ル
パ

ラ

伊

向

mw門
戸
げ

O
円。口町内
}
r
d主席回・・

オ
グ
ス
フ
ォ
ド
・
ベ
ヴ
ァ
リ
等
諸
市
の
「
織
布
工
“
縮
械
工
に
関
す
る
諸
規
制
」
に
依
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は

之
を
認
識
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
、
比
れ
ら
の
凡
て
そ
の
内
容
が
い
ま
相
互
に
酷
似
せ
る
所
の
規
制
に
は
、
そ
こ
に
如
何
な
る
織
布

工
又
は
縮
械
工
も
彼
の
生
産
に
か
か
わ
る
毛
織
物
を
当
該
都
市
(
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
ま
た
は
ベ
ヴ
ァ
リ
)
の
外
に
赴
き
告
る
可
か
ら
ざ
る
こ

と
が
ハ
O
S
S
H
a
s
t口
町
コ
由
同
誌
と
な
ロ
寄
ま
さ
に

L
E
N
S誌
号
、
電
円
九
言
、
旬
町
内
円
と

1
3由
同
問
吉
弘
司
ぶ
諸
問

hHaNhNSRH3phH3円以
hhHH03
弘
同
向
。

う

よ

そ

も

の

せ
む
目
白

hHNNミ
・
〉
、
換
言
す
れ
ば
、
当
該
都
市
(
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
)
の
商
人
た
ち
に
告
る
以
外
夫
れ
を
如
何
な
ろ
余
所
者
(
外
来
商
人
)
に
も

信
る
可
か
ら
，
さ
る
こ
と
が
(
見
送
、
定
見
ぬ
室
内
》
ミ
3
『

S
1
民
高
官
官
同
ミ

5
」
字
ご
ロ
逮
号
与
さ
ま
な

N
Q
R
R
C
、
規
定
せ
ら
れ

て
居
り
、
そ
こ
に
彼
等
織
布
エ
又
は
縮
械
工
の
ご
と
き
独
立
小
商
品
生
産
者
た
ち
を
都
市
の
外
部
市
場
か
ら
遮
断
u

陪
離
せ
ん
と
す
る
政

策
的
意
図
が
あ
り
あ
り
と
宥
取
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
猶
わ
れ
わ
れ
に
依
っ
て
注
目
せ
ら
れ
る
の
は
、
そ
こ
に
「
如
何
な
る
自

沖
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
プ
タ
ン
(
九
V

一七
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入
五
年
〉

一七

由
民
も
織
布
工
或
い
は
縮
紙
工
に
依
り
て
告
発
せ
ら
れ
得
ず
、

又
如
何
な
る
織
布
工
或
い
は
縮
紋
ヱ
も
自
由
民
〔
の
利
窓
口
〕
に
反
す
る
詮

拠
を
提
出
す
る
(
謹
言
を
な
す
)
こ
と
を
得
、
ず
」
(
器
室
内
、
S
E
F
S言
電
』
ロ
ミ
ミ
ミ
ぬ
ま
ミ
」
守
む
こ
と
雪
君
、
号
」
ぜ
な
足
三

ミ
弘
山
道
』
ucm
ミ

Esb釘
誌
を
ミ
ミ
・
)
と
い
う
規
定
が
、
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
を
始
め
と
す
る
詰
都
市
に
関
し
て
す
べ
て
一
様
に
殆
ど
同
一
の

文
言
を
以
て
表
現
さ
れ
て
居
る
こ
と
で
あ
る
。
是
に
由
っ
て
之
を
観
れ
ば
、
織
布
工
・
縮
紙
工
と
自
由
民
(
'
守
S
E
P巴
さ
き
る
す
な
わ
ち

都
市
民
と
の
あ
い
だ
に
は
い
ま
明
確
に
一
線
が
劃
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
織
布
工
・
縮
紙
工
た
ち
に
対
し
て
商
人
ギ
ル
ド
の
門
戸
は

堅
く
閉
ざ
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
Q

斯
く
て
、

い
ま
若
し
震
に
(
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
市
に
)
ひ
と
り
の
織
布
工
或
い
は
縮
紙
工
の
ご
と
き
ク

ラ
フ
ツ
マ
ン
が
あ
っ
て
、
富
裕
と
な
り
、
当
該
都
市
の
自
由
民
す
な
わ
ち
都
市
民
た
ら
ん
こ
と
を
欲
す
る
と
せ
ん
か
、
彼
は
先
ず
以
て
彼

、

の
職
莱
か
ら
断
然
身
を
官
き
、
当
該
職
業
に
係
わ
り
の
有
る
一
切
の
道
長
を
彼
の
住
居
H
仕
事
場
か
ら
一
掃
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

(
仰
〉

の
で
あ
る
。

斯
く
の
如
き
此
の
時
代
の
毛
織
物
生
産
諸
都
市
の
手
工
業
者
た
ち
と
一
般
に
当
時
こ
れ
ら
の
都
市
の
市
政
を
聾
断
せ
る
・

5
5
r
q回目

h
z
p
a
E
2
.
を
構
成
せ
る
と
と
ろ
の
商
人
た
ち
と
の
関
係
は
、

嚢
に
一
一
五
五
!
五
八
年
の
聞
に
へ
ン
リ
二
陛
よ
り
チ
ャ

I
タ
を
獲
得

し
た
る
ロ
ン
ド
ン
の
織
布
工
の
ギ
ル
ド
の
そ
の
後
の
運
命
を
辿
る
こ
と
に
依
っ
て
、
震
に
よ
り
一
層
瞭
ら
か
な
ら
し
め
ら
れ
る
。
即
ち
、

ロ
ン
ド
ン
の
織
布
工
た
ち
は
、
ひ
と
た
び
は
へ
ン
リ
二
世
に
依
り
「
彼
等
が
へ
ン
リ
一
世
時
代
に
既
に
有
せ
る
所
の
一
切
の
諸
特
権
並
び

に
慣
習
的
諸
貢
租
の
免
除
権
と
と
も
に
彼
等
の
ギ
ル
ド
を
有
す
る
権
利
」
を
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、

夫
れ
よ
り
ほ
ぼ
半
世
紀
後
、

ヂ
ョ
ン
王
の
治
世
第
一
一
一
年
三
二
O
二
)
に
は
、
王
は
今
や
次
の
ご
と
き
チ
ャ

i
タ
を
発
給
す
る
に
到
る
の
で
あ
る
。

「
ロ
ン
ド
ン
な
る
朕
が
市
長
並
び
に
都
市
民
た
ち
の
請
願
に
依
り
(
足
音
忠
弘
む
送
還
さ
叉
ロ
ミ
旬
ミ
§
告
さ
き
往
還
さ
さ
ト

shHS&向
)

朕
が
、
そ
の
織
布
工
た
ち
の
ギ
ル
ド
の
向
後
朕
の
ロ
ン
ド
ン
市
ハ
|
ぎ
百
円

Z
E
C何
日
へ
と
し
て
の
ロ
ン
ド
ン
市
〉
に
存
す
べ
か
ら
ざ
る
こ



と
を
、
而
し
て
又
夫
れ
〈
l
織
布
工
た
ち
の
ギ
ル
ド
〉
の
如
何
な
る
事
由
あ
り
と
も
再
興
せ
ら
れ
ざ
る
べ
き
こ
と
を
(
宮
口
、
む
た
Q
P
E培、食

aca
怠
丸
町
内
問
符
3

3

三
官
民
同
ミ
同
言
及
E
H
S
骨
三
R
3
m
q
H之宮内
ha史
的
量
的
円
凡
な
宮
司
〉
既
に
し
て
聞
き
届
け
、
本
チ
ャ

1
タ
に
依
り
て
是
れ

さ

を
確
認
し
た
る
こ
と
を
心
得
よ
。
然
り
な
が
ら
、

朕
は
既
に
か
の
織
布
エ
た
ち
の
ギ
ル
ド
よ
り
年
に
一
度
一
『
八
マ
ル
ク
(
|
一
四
四
オ
ン

ス
の
重
量
)
の
銀
を
受
領
す
る
こ
と
を
慣
は
し
と
な
し
た
れ
ば
公
む
た
ミ
3
8
3
h
S又
き
ま

ssb足
達
、
ミ
n
e
h
3
h同町内町三時
H
R
mむ
き
Q
R
B

む『
h

刊さ円九九時
h

丸
山
岳
ぬ
NQ
同町内
Qえ
る
、
〔
向
後
〕
毎
年
前
記
〔
ロ
ン
ド
ン
の
〕
都
市
民
た
ち
は
朕
な
ら
び
に
朕
の
継
承
者
た
ち
に
対
し
て
ニ

O

マ
ル
ク

(
l
一
六

0
オ
ン
ス
の
重
量
〉
の
銀
を
聖
ミ
カ
エ
ル
の
祝
祭
当
日
朕
の
財
務
府
に
納
入
す
べ
し
公
営
hE史
的
き
ミ
ご
憾
な
さ
円
、
ミ
九
千

円
之
内
宮
崎
臼

sqRh町内円
M
N

同ミ
L
S
5
3
R迂
可
な
ぜ
九
h
な
に
さ
む
晴
、
S
M
ぬ品
-
S止
さ
h一
遣
問
さ
宮
L

「向的円。句
S
H町民知山『帆円
phHhN日
旬

Qh目的
sqqnH三
営
三

3
?

(
仰
〉

号、
S
S〉。」

是
に
由
っ
て
之
を
観
れ
ば
、
今
や
ロ
ン
ド
ン
の
織
布
工
た
ち
は
ま
さ
に
彼
等
の
ギ
ル
ド
を
否
定
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
、
が
、
そ
の

際
そ
こ
に
働
い
た
力
が
王
に
請
願
せ
る
ロ
ン
ド
ン
市
長
に
代
表
さ
れ
る
所
の
ロ
ン
ド
ン
の
・
富
裕
な
る
商
人
を
先
頭
と
す
る
都
市
民
た
ち

の
金
力
に
他
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
も
は
や
一
目
瞭
然
た
る
も
の
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
兼
ね
て
織
布
工
の
ク
ラ
フ
ト
i

ギ
ル
ド
を
解
体

せ
し
め
ん
と
す
る
意
図
を
有
し
た
る
所
の
ロ
ン
ド
ン
の
都
市
民
た
ち
は
、
従
来
岡
市
の
織
布
ヱ
の
ク
ラ
フ
ト
1

ギ
ル
ド
が
年
々
納
め
来
れ

る
と
こ
ろ
の
一
八
マ
ル
ク
の
銀
を
超
え
る
二

0
マ
ル
ク
の
銀
を
将
来
玉
の
財
務
府
に
毎
年
納
め
る
こ
と
を
約
束
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
い

ま
王
を
買
収
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
都
市
民
た
ち
は
当
時
商
人
ギ
ル
ド
こ
そ
之
を
結
成
し
て
い
な
か
っ
た
と
は

そ
の
場
合
、

言
え
、
彼
等
は
、
既
に
へ
ン
リ
二
世
の
第
二
子
た
る
先
王
リ
チ
ャ
ド
一
世
の
治
世
の
第
二
年
〈
一
一
九
一
)
十
月
に
ロ
ン
ド
ン
が
ぎ
さ
き
室
、

〈抑一)

た
る
こ
と
を
正
式
に
認
可
せ
ら
れ
て
以
来
、
全
き

J
H
E
E丘
町
色
町
四

C
4
0
5
g
gて
を
獲
得
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
、
彼
等
は
、

当
時
既
に
、

商
人
ギ
ル
ド
が
行
使
す
る
と
同
様
な
る
商
工
業
に
対
す
る
統
制
権
を
認
め
ら
れ
た
、

商
人
ギ
ル
ド
に
準
ず
る
所
の

f
i口

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
(
九
)

一
七
三
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を
構
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
七
四

以
上
、
畢
寛
す
る
に
、
当
時
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
一
般
に
毛
織
物
生
産
諸
都
市
が
い
ず
れ
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
わ
が
ウ
イ
ン
チ
ス

タ

ιお
い
て
も
、
そ
の
毛
織
物
生
産
の
基
軸
的
生
産
力
を
荷
担
せ
る
と
こ
ろ
の
織
布
工
た
ち
ま
た
縮
紙
工
た
ち
は
、
い
ま
そ
の
商
人
た
ち

を
上
層
と
す
る
と
こ
ろ
の
一
般
都
市
民
よ
り
疎
外
せ
ら
れ
、
ギ
ル
ド
を
結
成
す
る
と
こ
ろ
の
商
人
た
ち
の
抑
圧
u

統
制
の
下
に
置
か
れ
て

い
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
そ
の
よ
う
な
商
人
た
ち
は
、
当
時
の
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
の
全
体
と
し
て
の
毛
織
物
生
産
機
構
の
裡
に
お
い
て
い
ま
ど
の
よ
う
な

位
置
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

此
処
で
も
亦
結
論
を
先
取
り
し
て
一
一
一
一
日
う
な
ら
ば
、
彼
等
は
、
一
元
来
独
立
し
た
小
生
産
者
た
る
所
の
織
布
工
た
ち
ま
た
縮
減
工
た
ち
を
事

実
上
己
れ
よ
り
賃
銀
を
か
ち
得
る
従
属
的
な
被
傭
人
た
ら
し
め
て
居
る
所
の
商
人
一
雇
一
主

B
2各
自
件
。
S
1
0
3♂
斯
か
る
グ
ラ
フ
ツ
マ
ン

た
ち
に
自
己
の
購
入
せ
る
織
糸
ま
た
は
織
布
(
ミ

sud司O
ず
る
の
加
工
を
下
請
け
さ
せ
て
出
来
高
払
い
で
工
賃
を
支
梯
う
こ
と
を
通
じ
本

来
独
立
の
小
生
産
者
た
ち
の
手
工
業
生
産
1

1織
布
ま
た
は
結
紙
を
い
ま
問
屋
制
的
に
支
配
し
つ
つ
あ
る
所
の
商
人
企
業
家

B
0
3
E
E

O
D
仲円。匂円。
D
O
ロ
♂
で
あ
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。
但
し
、
こ
の
よ
う
な
商
人
雇
主
、
商
人
企
業
家
を
以
て
、
ケ
ア
ラ
ス
l

ウ
ィ
ル
ス
ン
女
史

の
よ
う
に
、

町内印日
ν
日
付
色
目
白
江
口
。
己
円
。
匂
円
。
ロ
O
C
H
-
(
口戸市山門知ロ日付。口同日)】
O
M
可
耳
目
門
戸
円
)
F
S
H

目的件。
E
H
O
H
}
円
opoロ
円
)
.
と
規
定
し
て
、

当
時
第
十
二
世

紀
後
葉
な
い
し
第
十
三
世
紀
初
葉
の
「
毛
織
物
製
造
を
専
門
と
す
る
都
市
に
お
い
て
資
本
家
的
土
台
の
上
に
高
度
に
組
織
さ
れ
た
一
つ
の

産
業
」
守
口
宮
門
古
田
H
q
E
m
v
q
2間
g
-
N
a
oロ
お
わ
田
町
)
山
門
益
田
仲
富
田
広
吉
凶
件
。
巧
ロ
印
芳
江
田
正
吉
岡
宮
内
目
。
HV-BmHWEち
を
見
出
し
、

そ
こ
に
、
通
説
の
説
く
第
十
四
世
紀
後
葉
な
い
し
第
十
五
陛
紀
よ
り
も
二
世
紀
も
早
く
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
毛
織
物
工
業
に
お
け
る
資
本
主

(
川
町
)

義
」

(
g
Z丘
町
B
E
F
o
g四ロ凹
z
n
-
o
H
v
z
a
z弘
司
)
の
起
始
を
認
め
る
こ
と
に
は
、
掛
か
に
賛
同
し
難
い
。

i
i以
下
、
こ
れ
ら
の



点
を
能
、
7
限
り
実
詮
的
根
拠
に
立
ち
つ
つ
瞭
、
り
か
な
ら
し
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

抱
て
、

い
ま
前
段
に
引
用
せ
ら
れ
た
所
の
「
織
布
工
u

縮
械
工
に
関
す
る
諸
規
制
」
の
中
の
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
関
係
の
夫
れ
に
従
え
ば
、

毛
織
物
工
業
の
原
材
料
の
調
達
な
ら
び
に
生
産
の
組
織
化
に
不
可
扶
な
殆
ど
総
て
の

お
そ
く
と
も
第
十
三
世
紀
初
葉
（
一
二
O
七
｜
八
）
、

企
業
家
的
活
動
を
荷
担
し
た
者
は
、
此
の
市
の
商
人
ギ
ル
ド
の
メ
ム
パ
ァ
で
、
此
の
市
と
此
の
市
の
外
部
世
界
と
に
お
い
て
購
買
川
販
売

の
自
由
を
享
受
し
て
い
た
、
》
』
口
さ
h

出
向
旬
ど
さ
さ
な
《
と
い
う
名
で
称
ば
れ
た
と
こ
ろ
の
、

ハ
師
）

れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
ま
ず
原
材
料
の
う
ち
羊
毛
に
就
い
て
は
、
彼
等
は
主
と
し
て
之
を
広
汎
な
る
園
内
諾
地
方
か
ら
の
供
給

ウ
イ
ン
チ
ス
タ
の
大
商
人
た
ち
で
あ
っ
た
と
せ
ら

に
仰
い
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
こ
の
国
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
無
比
の
羊
毛
生
産
国
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
音
に
在
地
工

業
の
発
達
を
促
進
し
た
る
の
み
な
ら
ず
イ
タ
リ
ア
ま
た
ブ
ラ
ン
ド
ゥ
ル
に
お
け
る
・
先
進
工
業
に
対
し
て
も
夫
れ
ら
に
原
毛
を
供
給
し
、

こ
の
国
の
羊
毛
生
産
の
最
盛
期
に
於
て
ほ
羊
毛
が
此
の
国
の
主
要
な
る
輸
出
品
目
を
な
し
た
こ
と
を
想
え
ゴ
、
蓋
し
思
い
半
ぽ
に
過
ぎ
る

も
の
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
前
述
の
紡
毛
に
先
立
っ
て
振
り
掛
け
ら
れ
た
油
を
縮
械
の
過
程
で
抜
き
取
る
際
に
使
用
せ
ら
れ
る
洗
浄

剤
の
寸
フ
ラ

i
士
」
円
酸
怯
白
土
〕
も
、

之
を
大
量
に
仕
入
れ
、
こ
の
も
の
を
海
外
よ
り
輸
入
し
た
形
跡
は
無
い
。

穂
を
乾
燥
さ
せ
て
用
い
る
マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
科
の
植
物
お
に
な
へ
な
公

g由
巳
）
も
亦
同
様
で
あ
っ
て
、
こ
の
国
で
育
っ
た
此
の
も
の
を
補
う

大
商
人
た
ち
は
国
内
特
に
ケ
ン
ト
州
の
メ
ド
ウ
ヰ
イ
宮
内
込
者
同
吋
の
漢
谷
そ
の
他
サ
リ
イ
州
か
ら

け
ば

そ
の
点
で
は
、
仕
上
げ
行
程
で
の
毒
立
て
（
起
毛
）
に
そ
の
果

た
め
に
大
商
人
た
ち
が
之
を
海
外
か
ら
将
来
し
た
所
の
何
ら
の
鐙
拠
も
存
し
な
い
、
夫
れ
ど
こ
ろ
か
、
此
の
サ
マ
シ
ト
州
で
当
時
大
々
的

（抗）

に
栽
培
せ
ら
れ
た
お
に
な
ベ
な
は
彼
等
は
之
を
海
外
に
ま
で
輸
出
し
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
と
染
料
に
関
し
て
は
、
事

情
は
大
い
に
異
た
る
も
の
が
有
る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
使
用
せ
ら
れ
た
染
料
の
多
く
の
も
の
が
此
処
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
生
産
せ
ら
れ
た
と

は
一
一
＝
口
え
、
国
内
産
の
夫
れ
ら
は
、
今
や
増
大
す
る
需
要
を
充
た
す
べ
く
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
夫
れ
ら
は
、

一
部
、
海
外
か
ら

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
シ
ブ
タ
ン
（
九
〉

一
七
五
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ハ
叩
)

も
輸
入
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
は
じ
め
斯
か
る
染
料
を
是
れ
と
関
連
す
る
後
述
の
媒
染
剤
と
と
も
に
独
占
的
に
調
達
し

七
ノ、

得
た
も
の
は
、
大
商
人
で
は
な
く
し
て
染
色
工
自
身
で
あ
っ
た
と
云
う
こ
と
が
、
こ
の
際
愛
に
注
意
せ
ら
れ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
。

抑
々
当
時
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
染
料
の
な
か
で
最
も
重
要
な
る
も
の
は
、
単
に
青
色
の
毛
織
物
の
た
め
に
有
用
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
は
な

た
い
せ
い

く
、
青
色
以
外
の
色
の
毛
織
物
に
も
下
染
め
と
し
て
用
い
ら
れ
た
、
大
青
〈
S
R
H叫
h
H
a
w

向
。
九
九
日
)
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
比
の
ア
ブ
ラ
ナ
科

の
植
物
は
此
の
国
で
は
夙
に
「
ノ
ル
マ
ン
征
服
」
以
前
ア
ン
グ
ロ
ウ
1

サ
ク
ソ
ン
時
代
の
末
期
に
お
い
て
栽
培
せ
ら
れ
て
居
り
、
現
に
第

〈
A
F
叫
∞
)

十
一
世
紀
の
初
葉
に
成
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
・
か
の
》
N
N
R
N
た
ど
凡
な
目
的

~
u
s
h
H
h
N
Q
さ
さ

~
u町
三
巴
還
さ
さ
《
の
言
わ
ば
「
第
二
部
」
ハ
メ
イ
ト
ラ
ン

ド
)
を
成
す
と
と
ろ
の

C
1
A
P
.
な
る
士
口
代
英
語
で
書
か
れ
た
文
書
の
な
か
に
は
、
こ
の
も
の
守
色
)
の
苗
を
、
八
、
九
、
十
月
に
植
え

付
け
(
第
一

O
節
)
、
春
季
に
そ
の
種
子

(NELSε
を
、
播
く
(
第
一
一
一
節
)
べ
き
旨
の
指
示
が
な
さ
れ
て
居
る
ほ
か
、
第
一
五
節
に
は
そ

(

抑

)

の
苗
の
移
植
の
際
の
用
具
と
し
て
の
穴
掘
り
ぐ
わ
(
さ
邑
長
弘
主
)
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
然
し
、
少
な
く
と
も
第
十
二
世

紀
の
頃
に
は
、
こ
の
大
青
も
、
最
早
こ
の
国
の
土
産
の
物
以
外
に
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
地
か
ら
大
規
模
に
輪
入
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

コ
ル
ピ
イ
の
O
吋

E
0・
ネ

i
ル

Z
g
F
な
ど
ソ
ン
ム

ω。
B
5
0
河
の
流
域
一
帯
、
か
ら

(
川
内
〉

「
ピ
カ
ル
デ
ィ
出

S
E目
。
地
方
産
の
大
青
」
と
し
て
大
量
に
輸
入
せ
ら
れ
た
。
第
十
三
一
世
紀
に
入
る
と
此
の
世
紀
の
初
葉
に
、

な
か
ん
ず
く
西
北
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ミ
ア
ン
〉
百
円
。
ロ
タ

こ
の
国
の

南
部
及
び
東
部
の
全
沿
海
都
市
を
通
じ
て
そ
こ
に
外
国
商
人
た
ち
に
依
り
瞭
ら
か
に
多
量
の
大
青
が
将
来
せ
、
り
れ
る
に
到
っ
た
こ
と
は
、

三
二
三
年
に
夫
れ
ら
の
諾
港
市
で
大
青
に
賦
課
せ
ら
れ
た
輸
入
関
税
の
総
額
が
凡
そ
六

0
0ポ
ン
ド
に
も
達
し
た
こ
と
に
依
っ
て
知
ら

事
官
引
a

(

拙

)

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
赤
色
染
料
と
し
て
は
種
々
な
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
最
も
普
通
な
る
も
の
!
あ
か
ね
(
h
Q
さ
さ

F

S

Q

ミ
3

円九
Q
)

が
夙
に
「
征
服
」
以
前
に
こ
の
国
で
栽
培
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
四
日
比
れ
又
前
引
「
イ
ェ
レ
ヴ
ァ
」
の
第
一
二
節
に
春
季
に
お
け
る

(

倒

)

夫
れ
(
き
周
忌
苦
言
)
の
苗
の
植
え
付
け
に
関
す
る
指
示
が
な
さ
れ
て
居
る
と
こ
ろ
か
ら
瞭
ら
か
で
あ
る
。

J
-
s
・
フ
ァ

i
リ
ィ
編
す
ろ
所



の
、
ア
ン
グ
ロ
ウ
l

フ
レ
ン
チ
で
書
か
れ
た
、
第
十
一
一
一
世
紀
後
葉
l
一
二
七
五
年
ご
ろ
に
成
っ
た
『
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
市
田
慣
集
成
』
の
な

か
に
は
、
荷
車
で
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
に
運
び
込
ま
れ
る
あ
か
ね
に
賦
課
さ
れ
た
所
の
市
場
税
へ
の
言
及
の
な
さ
れ
て
い
る
箇
所
の
有
る
こ
と

(

捌

)

が
指
摘
せ
ら
れ
て
居
る
が
、
併
し
な
が
ら
、
こ
と
あ
か
ね
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
此
の
時
代
夫
れ
が
海
外
か
ら
輸
入
せ
ら
れ
た
と
云
う
確
た

(
山
間
)

る
詮
拠
は
無
く
、
概
ね
此
の
国
の
自
生
の
も
の
の
供
給
の
み
で
事
足
り
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
然
し
、
現
実
の
染
料
の
輸
入
に
も
増
し

て
当
時
重
要
な
意
味
を
有
し
た
の
は
、
夫
れ
ら
の
染
料
を
定
着
せ
し
め
・
或
い
は
色
彩
に
変
化
を
来
た
さ
し
め
る
上
で
肝
要
な
、
媒
染
剤

(
目
。
丘
山
口
昨
日
〉
の
輸
入
で
あ
っ
た
。
斯
か
る
媒
染
剤
の
う
ち
で
最
も
一
般
的
な
も
の
は
、
木
灰
を
水
に
浸
し
撞
過
し
て
採
り
出
す
ポ
タ
シ

ユ
(
町
民
志
向
ミ
る
で
あ
っ
て
、
夫
れ
は
い
ま
、
殆
ど
の
染
色
工
た
ち
の
取
引
上
そ
の
仕
入
れ
品
の
一
部
を
形
成
し
、
「
大
青
の
木
灰
」
あ
る
い

ポ
タ
シ
ュ
は
一
般
に
大
青
と
共
に
使
用
せ
ら
れ

は
「
大
青
に
付
属
す
る
木
灰
」
と
云
っ
た
表
現
が
屡
々
夫
れ
に
当
て
は
め
ら
れ
た
ほ
ど
、

た
の
で
あ
る
。

現
に
、
ア
ン
グ
ロ
ウ
l

フ
レ
ン
チ
で
書
か
れ
た
・
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
の
第
十
三
世
紀
の
市
場
税
の
一
覧
表
じ
は
「
大
青
に
附

属
し
た
と
こ
ろ
の
」
(
ど

b
h同
ミ
同

Q
S
m
丘
町
)
木
灰
が
其
の
課
税
対
象
と
し
て
採
り
上
げ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
い
ま
斯
う
し
た
木
灰

や

は
、
此
の
国
に
於
て
木
を
焚
く
こ
と
に
依
っ
て
又
数
本
の
立
木
を
そ
の
ま
ま
焼
き
払
う
こ
と
に
依
っ
て
製
造
せ
ら
れ
得
た
と
は
言
え
、
夫

ハ
掛
)

れ
は
ま
た
、
第
十
三
世
紀
の
中
頃
ま
で
に
、
ひ
ろ
く
海
外
か
ら
、
と
り
わ
け
バ
ル
ト
海
沿
岸
地
方
か
ら
、
輸
入
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

み
よ
う
ば
ん

ポ
グ
シ
ュ
に
次
い
で
最
も
多
く
用
い
ら
れ
た
媒
染
剤
は
明
馨
守
山
さ
る
で
あ
っ
て
、
是
れ
は
、
明
る
い
緋
い
ろ
を
打
ち
出
す
に
用
い
ら
れ

た
唯
一
の
媒
染
剤
で
あ
っ
た
が
、
当
時
梱
入
り
で
南
欧
世
界
か
ら
輪
入
せ
ら
れ
、
そ
の
最
も
良
質
の
も
の
は
黒
海
沿
岸
か
ら
、
次
い
で
夫

れ
と
殆
ど
変
ら
な
い
質
の
も
の
が
小
ア
ジ
ア
の
地
中
海
沿
岸
か
ら
、
こ
の
国
へ
到
来
す
る
、
と
言
わ
れ
た
。
明
馨
は
此
の
国
で
も
例
え
ば

(

揃

)

ハ
ン
プ
シ
ャ
州
の
ワ
イ
ト
島
で
採
れ
る
に
は
採
れ
た
が
、
夫
れ
は
質
の
余
り
良
く
な
い
物
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

却
説
、
此
れ
ら
の
染
料
と
媒
染
剤
と
の
調
合
に
は
当
然
の
事
な
が
ら
染
色
工
た
ち
の
固
有
の
特
殊
目
専
門
的
な
技
術
並
び
に
経
験
的
知

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
(
九
)

一
七
七
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八

識
が
物
を
言
っ
た
の
で
あ
る
が
、

一
方
こ
れ
ら
の
染
料
並
び
に
媒
染
剤
の
入
手
伝
は
ま
た
屡
々
染
色
工
た
ち
の
海
外
市
場
外
国
商
人
と

の
聞
の
既
存
の
取
引
上
の
手
蔓
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
此
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
血
友
に
染
色
工
は
早
く
か
ら
、
他
の
一
般
の
毛

織
物
工
業
関
係
の
独
立
小
生
産
者
|
織
布
工
・
縮
紙
工
と
は
白
ら
区
別
せ
ら
れ
る
所
の
社
会
的
存
在
た
る
に
立
ち
到
っ
た
の
で
あ
る
。
即

ち
、
彼
等
は
今
や
、
現
実
の
染
色
労
働
は
是
れ
を
彼
等
の
一
雇
傭
せ
る
奉
公
人
た
ち

(22mHPけ
る
の
手
に
委
ね
つ
つ
、
自
ら
は
事
実
上
職

人
た
る
よ
り
も
む
し
ろ
商
人
に
し
て
企
業
家

l
l屡
々
仕
上
げ
行
程
に
至
る
ま
で
の
毛
織
物
生
産
の
全
行
程
を
組
織
す
る
と
こ
ろ
の
者
と

な
り
、
商
人
ギ
ル
ド
の
メ
ム
パ
ァ
の
一
部
を
形
づ
く
る
に
到
っ
た
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
、
染
色
工
は
愛
に
、
織
布
工
・
縮
誠
工
と
は
異

な
っ
て
逸
早
く
脱
生
産
者
化
を
遂
げ
、
今
や
染
色
業
者
日
商
人
と
し
て
、
当
時
急
速
に
勃
興
し
つ
つ
あ
っ
た
所
の
中
世
都
市
の
支
配
階
級

へ
の
上
昇
u

転
化
を
為
し
遂
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
、

[
!
i
当
時
染
色
工
が
商
人
ギ
ル
ド
の
メ
ム
パ
ァ
の
一
部
を
形
づ
く
り
、
都
市
の
支
配
階
級
の
一
翼
た
り
し
こ
と
に
就
い
て

は
、
い
ま
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
市
の
ご
と
く
イ
毛
色

-ggロ
ち
ゅ
で
は
な
い
が
、
「
征
服
」
以
来
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ヅ
に
お
け
る
最
有
力
な
直
接
受
封

者
。

gMEga-ロ
'
岳
町
内
)
門
バ
ロ
ン
〕
の
ひ
と
り
た
る
ム

I
ラ
ン
宮

2
-
g
伯
の
所
領
上
に
在
る
と
こ
ろ
の
ボ
ロ
ウ

(I60FmE。
ユ
己
ヴ
ミ
h

。
認
可
)
の
、
レ
ス
タ
市
l
l
i
当
代
の
代
表
的
な
毛
織
物
生
産
都
市
の
一
っ
た
る
(
前
段
二
ハ
九
頁
参
照

)
1
iに
つ
い
て
之
を
見
る
こ
と
が

出
来
る
。
即
ち
、
此
の
市
の
商
人
た
ち
は
、
夙
に
へ
ン
リ
一
世
時
代
一
一

O
七
l

一
八
年
の
聞
に
ム

i
-フ
ン
伯
ボ
l
モ
ン
の
ロ
ベ
ー
ル
一

世
間
O

ヴO
三

回

仏

⑦

切

g
S
5己
(
S・
H
H
O
寸、
t
H
H
H
∞
)
の
発
給
に
係
わ
る
一
つ
の
チ
ャ

l
タ
に
依
っ
て
、
彼
等
の
ギ
ル
ド
を
包
ミ
Q
S
Sさ
さ

(
川
相
〉

§
ミ
n
Q
H
も
さ
さ
認
可
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、

い
ま
現
存
す
る
最
古
の
・
当
該
商
人
ギ
ル
ド
の
メ
ム
バ
ァ
の
登
録
簿

。
~
[
⑦
叶
内
}
g
D件
。
出
。

H
N
C
弓
(
一
一
九
六
年
十
月
九
日
現
在
〉
を
見
る
に
、
比
の
年
最
初
に
ギ
ル
ド
へ
の
加
入
を
許
可
さ
れ
た
登
録
簿
筆
頭
者
と
し
て
は
染
色
工

の
ニ
コ
ラ
ス
ミ
守
口
問
量
的
同
刊
誌
ミ
ミ
な
る
者
の
名
が
挙
、
げ
ら
れ
て
居
り
、
更
に
そ
の
先
を
読
み
進
め
る
と
、

イ
イ
ト
ン
の
染
色
工
の
ガ
ル
フ



リ
ド
ゥ
ス

Ch叫ん守九九
H
a
h
N句
同
九
円
。
室
内
町
民
ミ
ミ
な
る
者
の
名
が
、
彼
の
加
入
に
当
つ
て
の
保
詮
人
団
周
忌
伺
叉
品
位
の
ひ
と
り
・
染
色
工
の
自

(

捌

)

由
民
ラ
ド
ゥ
ル
フ
ス
見
h

民
営

q
s
h
s
Rま
さ
ミ
ミ
な
る
者
の
名
と
共
に
、
挙
げ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

I
l
l
這
の
聞
の
事
情
は
、
直

(
棚
〉

接
の
文
書
的
詮
拠
は
い
ま
是
れ
を
快
く
と
は
言
え
、
そ
の
市
の
商
人
ギ
ル
ド
よ
り
レ
ス
タ
に
お
け
る
と
同
様
そ
の
織
布
エ
・
縮
紙
工
た
ち

の
締
め
出
さ
れ
て
居
た
と
こ
ろ
の
(
前
段
一
七
四
頁
参
照
〉
、
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
の
染
色
工
の
場
合
に
就
い
て
も
恐
ら
く
ま
た
等
し
く
認
め
ら
れ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
、
と
推
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
当
時
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
に
お
け
る
毛
織
物
生
産
の
必
要
と
す
る
所
の
原
材
料
の
う
ち
屡
々
海
外
よ
り
輸
入
せ
ら
れ
た
染
料
・
媒
染

剤
を
除
く
夫
れ
ら

l
l羊
毛
・
酸
性
白
土
・
お
に
な
べ
な
等
を
供
給
し
て
、
毛
織
物
生
産
の
基
軸
を
な
す
所
の
織
布
引
縮
誠
行
程
に
お
け

る
小
生
産
者
た
ち
を
問
屋
制
的
に
支
配
し
つ
つ
、

該
生
産
の
全
行
程
を
組
織
せ
る
と
こ
ろ
の
、
か
の
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
の
大
商
人
》

b
E

円
山
内
白
骨
む
き
喜
久
が
、
「
下
か
ら
」
上
昇
"
転
化
せ
る
所
の
染
色
業
者
H

商
人
と
な
ら
ん
で
い
ま
此
の
時
代
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
の
商
人
企
業
家
を

代
表
し
た
る
こ
と
は
、
も
は
や
賛
言
す
る
迄
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
述
べ
来
っ
た
所
を
以
て
、
第
十
二
世
紀
後
半
か
ら
第
十
三
世
紀
初
菜
に
か
け
て
の
劃
期
に
お
い
て
、
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
の
毛
織
物
工

業
の
生
産
機
構
の
頂
点
に
は
、

そ
こ
に
、
商
人
企
業
家
、

i
l
一
部
の
富
裕
な
る
親
方
手
工
業
者
自
自
門
司

2
え
2
5
3
た
る
染
色
工
の

転
化
し
た
る
商
人
的
親
方
可
怠
古
関
白
自
芯
ヨ
染
色
業
者
を
そ
の
う
ち
に
包
含
す
る
と
こ
ろ
の
、

当
該
毛
織
物
生
産
の
仕
上
げ
行
程
ま

が
い
ま
此
の
機
構
の
「
司
令
者
」
と
し
て
存
在
し
、
彼
等
の
問
屋
制
的
統
制
の
下
に
服
す
る
一
般
に
独
立

小
生
産
者
た
ち
の
代
表
た
る
所
の
織
布
工
・
縮
紙
工
は
、
市
政
を
墾
断
す
る
大
商
人
た
ち
の
事
実
上
寡
頭
専
制
支
配
の
機
関
た
る
商
人
ギ

で
を
掌
握
す
る
商
人
企
業
家
、

ル
ド
か
ら
は
全
面
的
に
排
除
せ
ら
れ
て
、
彼
等
は
彼
等
で
夫
々
個
別
の
ク
ラ
フ
ト
ギ
ル
ド
1

織
布
エ
ギ
ル
ド
・
縮
紙
工
ギ
ル
ド
を
形
成

し
た
る
事
情
、

i
l斯
く
の
ご
と
き
事
情
は
、
今
や
ほ
ぼ
諒
解
せ
ら
れ
得
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
(
九
)

一
七
九
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一
入
コ

曽
て
前
世
紀
一
八
九

O
年、

チ
ャ
ア
ル
ズ
l

グ
ロ
ス
ば
、

そ
の
先
駆
的
業
績
に
於
で
、
周
知
の
如
く
、

ば

-
E
5
0吋
円
}
戸
山
口
え
を
も
っ
て

言
わ
ば
一
個
の
綜
合
ギ
ル
ド
(
白
色
口
四
日

o
m
B
O
B
-
2
5
呂

2
岳
山
口
叶
!
i
の
円
。
印
国
)
と
看
倣
し
、

そ
の
中
に
は
商
人
の
み
な
ら
ず
汎
く
各
種

の
手
工
業
者
を
も
含
み

1
I手
エ
業
者
た
ち
は
原
則
と
し
て
商
人
ギ
ル
ド
に
加
入
し
て
恐
ら
く
そ
の
メ
ム
パ
ァ
の
多
数
を
形
成
し
・
ギ
ル

ド
の
商
業
特
権

(
5
2
3
E
r
胃
守
口
品
。
る
の
ほ
か
に
諸
多
の
都
市
民
特
権
守
口
品
宮
】
同

E
ロ
岳
山
田
ゆ
る
を
も
一
享
受
す
る
こ
と
を
許
さ
れ

て
い
た
が
、
そ
の
後
都
市
内
部
に
お
け
る
社
会
的
分
業
の
深
化
に
伴
い
手
工
業
の
撞
類
並
び
に
数
の
増
大
を
見
る
と
共
に
斯
か
る
結
合
ギ

ル
ド
と
し
て
の
商
人
不
ル
ド
は
漸
く
分
裂
日
解
体
を
来
し
、
そ
こ
に
初
め
て
個
々
の
ク
ラ
フ
ト
l

ギ
ル
ド
の
成
立
を
見
る
に
到
っ
た
、
と

(

棚

)

云
う
こ
と
を
主
張
し
た
。
然
し
な
が
ら
、
如
上
の
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
考
察
に
依
っ
て
得
ら
れ
た
知
見
、
ま
た
既
に
グ

(

組

)

ロ
ス
白
身
が
そ
の
こ
と
を
認
め
て
居
る
よ
う
に
ロ
ン
ド
ン
の
場
合
の
ご
と
き
商
人
ギ
ル
ド
は
抑
々
初
発
か
ら
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
等
を

(
拙
〉
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
(
制
)

勘
案
す
れ
ば
、
い
ま
ケ
ア
ラ
ス
l

ウ
ィ
ル
ス
ン
女
史
が
解
析
し
て
い
る
が
如
く
、
今
日
猶
通
説
た
る
地
位
を
保
持
し
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
の

上
記
の
グ
ロ
ス
の
一
般
化
的
主
張
の
到
底
支
持
し
難
い
と
と
は
、
も
は
や
明
白
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

-}、
で
ほ
、
最
後
に
、
右
に
述
?
に
如
き
当
代
の
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
に
お
け
る
商
人
企
業
家
を
以
て
、
ケ
ア
ラ
ス
l

ウ
ィ
ル
ス
ン
女
史
と
と
も

(

制

)

ア
ン
ウ
ィ
ン
の
い
わ
ゆ
る

h
g
H
L
Sロ
印
円
。
ョ
匂
目
。
可
。
九
に
当
る
♂
目
立
S
】山田江口
O
己話回)吋

0
5一
口
、
と
看
倣
す
こ
と
を
得

わ
れ
わ
れ
は
、

る
で
あ
ろ
う
か
。

1
l
i斯
か
る
者
の
そ
と
に
存
在
す
る
と
と
に
拠
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
い
ま
、
ヶ
ア
ラ
ス

i
ウ
ィ
ル
ス
ン
女
史
の
主
張
す

る
が
ご
と
く
、
第
十
二
世
紀
後
葉
な
い
し
第
十
三
世
紀
初
葉
早
く
も
一
部
の
毛
織
物
製
造
に
特
化
せ
る
と
こ
ろ
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
世
都

市
の
内
部
に
於
て
毛
織
物
工
業
に
お
け
る
資
本
主
義
の
生
誕
せ
る
こ
と
を
認
め
得
る
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
く
考
え
る
こ
と
の
凡
そ
非
な
る
と
と
は
、
此
処
で
か
の
産
業
資
本
対
商
業
資
本
(
宮

(
H
E
E即日
B
1
E色
町

3
S
8
5
5
2
n
E
B
マ

5-)
な
る
周
知
の
シ
ェ
ー
マ
ー
を
大
上
段
に
振
り
か
ざ
す
迄
も
な
く
、
斯
か
る
商
人
企
業
家
1

問
屋
u

織
元

(
n
z
s
-
o
F
百円。
F
l
g白}内
O
G



の
支
配
H

統
制
下
に
在
る
と
こ
ろ
の
織
布
工
・
縮
紙
工
が
本
来
の
独
立
小
生
産
者
と
し
て
の
彼
等
の
生
産
手
段
に
対
す
る
関
係
に
於
て
、

そ
の
原
材
料

1
l織
布
工
の
場
合
の
織
糸
、

縮
械
工
の
場
合
の
織
布

i
ー
こ
そ
是
れ
を
問
屋
の
所
有
に
係
わ
る
も
の
の
提
供
に
侯
つ

(
i

彼
等
の
労
働
手
段
|
道
具
日
仕
事
場
に
対
し
て
は
依
然
と
し
て
そ
の
所
有
を
確
保
し
て
い
る
、
と

間
足
立
山
口
句
。
三
回
吋
日
付

O
B〉
と
は
言
、
ぇ
、

云
う
一
事
に
照
ら
し
て
、
用
手
と
し
て
瞭
ら
か
な
る
所
で
あ
る
。
而
し
て
、
彼
等
が
い
ま
依
然
彼
等
の
労
働
手
段
道
具
H

仕
事
場
の
所

有
者
回
目

m
g
S
B
O円
で
あ
っ
た
と
一
手
つ
こ
と

i
ー
そ
の
意
味
で
彼
等
は
未
だ
窮
極
的
に
近
代
の
資
本
u

賃
労
働
関
係
に
お
け
る
コ
4
昌
平

遅
く

片
足
帆
な
る
直
接
的
生
産
者
!
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
に
非
ざ
る
こ
と
、
は
、

と
も
ヂ
ョ
ン
王
治
世
の
一
二

O
七
l
八
年
に
成
れ
る
、

わ
れ
わ
れ
が
先
き
に
考
察
し
た
、

1
i第
十
二
世
紀
末
葉
、

ウ
イ
ン
チ
ス
タ
を
含
む
当
時
の
毛
織
物
生
産
都
市
の
「
織
布
工
日
縮
械
工
に
関
す

る
諸
規
制
」
中
の
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
関
係
の
夫
れ
に
お
い
て
、

l
i富
裕
と
な
れ
る
織
布
工
又
は
縮
紙
工
が
若
し
も
都
市
の
自
由
民
た
ら
ん

と
欲
す
る
な
ら
ば
、
彼
は
当
該
職
業
に
係
わ
り
の
有
る
一
切
の
道
具
を
そ
の
住
居
日
仕
事
場
か
ら
一
掃
、
撤
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
規

定
せ
ら
れ
て
い
た
、
ま
さ
に
そ
の
歴
史
的
事
実
か
ら
逆
推
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
実
費
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
彼
等
は
、
い
ま
決
し
て
全

面
的
に
「
大
工
業
」
(
ぜ

g
t
z
g円円九

(UREaa5zg)
の
経
営
者
に
「
隷
属
」
す
る
と
こ
ろ
の
事
実
上
の
J

言
明
。

hgg門
出
向
。
日
時
Z
S

EE-
た
る
に
止
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
彼
等
の
得
る
所
の
「
賃
銀
」
の
率
の
ご
と
き
も
「
大
工
業
」
の
経
営
者
と
彼
等
(
ー
そ
の
所
属
す
る

ク
ラ
フ
ト
l

ギ
ル
ド
〉
と
の
問
の
協
定
に
依
っ
て
定
ま
っ
た
査
然
性
も
想
定
せ
ら
れ
、
一
面
に
於
て
彼
等
は
、

猶
依
然
、

成
す
る
と
こ
ろ
の
ク
ラ
フ
ト
!
ギ
ル
ド
の
一
員
と
し
て
、
彼
等
の
都
市
の
内
部
に
お
け
る
顧
客
た
ち
自
身
の
個
人
的
な
消
費
の
た
め
の
顧

客
生
産
問

S白
3
胃
包
己
込
山
富
す
な
わ
ち
直
接
的
交
換

5
5
5
0
-
Z
2吋
〉

5
窓
口
出
島
に
従
う
と
こ
ろ
の
小
規
模
商
品
生
産
者
で
あ
り

つ
づ
け
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
(
未
完
)

彼
等
自
身
の
結

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
(
九
)

/¥ 
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